
　
　
　
鶴
ヶ
島
市
平
和
都
市
宣
言

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

　
市
制
施
行
二
十
周
年
に
あ
た
り
、「
鶴
ヶ
島
市
　
子
ど
も
議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
議
会
で
は
、
鶴
ヶ
島
市
の
未
来
を
担
う
児
童
代
表
に
よ
り
「
わ
た
し
た
ち
の
平
和
宣
言
」
が

採
択
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
誓
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

一�
　
わ
た
し
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
の
命
と
人
権
を
尊
重
し
、
い
じ
め
や
差
別
を
絶
対
に
許
し

ま
せ
ん
。

一�

　
わ
た
し
た
ち
は
、
地
域
の
絆
を
深
め
、
人
を
思
い
や
り
、
助
け
合
い
な
が
ら
地
域
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

一�

　
わ
た
し
た
ち
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
協
力
し
て
、
犯
罪
や
事
故
の
な
い
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一�

　
わ
た
し
た
ち
は
、
自
然
を
大
切
に
し
、
緑
を
増
や
し
、
人
と
自
然
が
共
生
で
き
る
ま
ち
に

し
ま
す
。

一�

　
わ
た
し
た
ち
は
、
目
に
見
え
な
い
「
放
射
能
」
と
い
う
怖
さ
を
も
っ
て
い
る
「
原
子
力
」

の
あ
り
方
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

一�

　
わ
た
し
た
ち
は
、
戦
争
と
核
兵
器
の
な
い
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
平
和
な
社
会
を
つ

く
り
ま
す
。

　
私
た
ち
鶴
ヶ
島
市
民
は
、
こ
の
誓
い
を
真
摯
に
受
け
止
め
ま
す
。

　
平
成
二
十
三
年
三
月
の
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
甚
大
な

被
害
と
と
も
に
、
い
く
つ
も
の
教
訓
を
残
し
ま
し
た
。

　
人
は
自
然
を
支
配
で
き
ま
せ
ん
。
人
は
も
と
も
と
自
然
と
共
に
暮
ら
し
て
き
た
の
で
す
。
自

然
界
に
存
在
し
な
い
放
射
性
物
質
の
拡
散
が
、
私
た
ち
の
命
と
暮
ら
し
を
こ
こ
ま
で
脅
か
す
と

い
う
こ
と
を
、
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
絆
は
、今
を
生
き
る
力
の
源
で
す
。
支
え
合
う
ぬ
く
も
り
の
中
か
ら
明
日
が
生
ま
れ
、

争
い
に
よ
っ
て
希
望
は
失
わ
れ
ま
す
。
最
も
悲
惨
な
争
い
で
あ
る
戦
争
と
全
て
の
核
兵
器
が
地

上
か
ら
な
く
な
る
こ
と
は
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

　
私
た
ち
鶴
ヶ
島
市
民
は
、世
界
の
人
々
と
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
、こ
こ
鶴
ヶ

島
市
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
平
和
な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
「
平
和
都
市
」
で
あ
る
こ
と
を

宣
言
し
ま
す
。

戦後80年を迎えて
問合先　総務人権推進課庶務人権担当

平
和
都
市
宣
言
制
定
の
経
緯

　
平
成
23
年
８
月
に
、
市
制
施
行

20
周
年
記
念
事
業
と
し
て
開
催
さ

れ
た
「
鶴
ヶ
島
市
子
ど
も
議
会
」

に
お
い
て
、
市
内
各
小
学
校
６
年

生
の
代
表
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た

り
夢
や
希
望
が
持
て
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
た
「
わ
た
し
た

ち
の
平
和
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
市
は
平
成

24
年
３
月
30
日
に
「
鶴
ヶ
島
市
平

和
都
市
宣
言
」を
制
定
し
ま
し
た
。

広
島
市
平
和
記
念
式
典
児
童
派
遣

事
業

　
市
の
平
和
事
業
の
一
環
と
し
て
、

原
爆
死
没
者
に
対
し
、
哀
悼
の
意

を
表
す
と
と
も
に
、
改
め
て
戦
争

の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
深
く

認
識
す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か

ら
、
広
島
市
主
催
に
よ
り
毎
年
８

月
６
日
に
開
催
さ
れ
る
平
和
記
念

式
典（
広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊

式
並
び
に
平
和
祈
念
式
）に
、
市

内
各
小
学
校
６
年
生
の
代
表
８
人

を
市
民
の
代
表
と
し
て
派
遣
し
て

い
ま
す
。

　
多
く
の
方
に
平
和
な
社
会
の
尊

さ
を
伝
え
る
た
め
、
参
加
児
童
に

よ
る
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
８
月
23
日
㈯
10
時
～

場
所　
西
市
民
セ
ン
タ
ー

平
和
首
長
会
議
原
爆
ポ
ス
タ
ー
展

　

被
爆
の
実
相
を
伝
え
る
ポ
ス

タ
ー
を
通
じ
て
、
核
兵
器
の
恐
ろ

し
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
感
じ
る
展

示
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
８
月
４
日
㈪
～
15
日
㈮

展
示
場
所　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

展
示
内
容

・
核
兵
器
が
も
た
ら
し
た
被
爆
の

実
相

・
折
り
鶴
コ
ー
ナ
ー（
平
和
を
祈

念
し
て
、
鶴
が
折
れ
ま
す
）

ア
オ
ギ
リ
二
世
の
苗
木
を
植
樹

　
平
和
都
市
宣
言
の
制
定
お
よ
び

広
島
市
平
和
記
念
式
典
へ
の
児
童

派
遣
開
始
を
記
念
し
て
、
平
和
へ

の
願
い
を
込
め
た
ア
オ
ギ
リ
二
世

の
苗
木
を
、
市
役
所
の
敷
地
内
に

植
樹
し
ま
し
た
。
大
き
く
成
長
し

た
ア
オ
ギ
リ
は
、
平
和
の
尊
さ
と

命
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

今年は、戦後80年という節目の年を迎えます。この機会に「平和」について改めて考えてみませんか。
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市 政 情 報

第十二回戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の
ご案内

問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当
　
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
第

十
二
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
書
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

支
給
対
象
者　
令
和
７
年（
２
０ 

２
５
年
）４
月
１
日
時
点
で
、
公

務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受

け
る
方
が
い
な
い
遺
族（
戦
没
者

等
の
死
亡
当
時
）一
人

対
象
と
な
る
人
の
順

１　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
受
給
権
者

２　
戦
没
者
等
の
子

３　
戦
没
者
等
と
戦
没
当
時
に
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
①
父
母
②

孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

※　
戦
没
当
時
に
生
計
関
係
を
有

し
て
い
な
か
っ
た
方
、
令
和
７
年

４
月
１
日
時
点
で
婚
姻
に
よ
り
姓

が
変
わ
っ
て
い
る
方
、
遺
族
以
外

の
方
と
養
子
縁
組
し
て
い
る
方
は

除
く

４　
上
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５　
上
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親

等
以
内
の
親
族
で
、
戦
没
者
等
の

死
亡
時
ま
で
１
年
以
上
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
方

支
給
内
容　
額
面
27
万
５
０
０
０

円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間　
令
和
10
年（
２
０
２ 

８
年
）３
月
31
日
㈮

調整給付金（不足額給付）を給付します

問合先　給付金コールセンター☎049・298・5277
　
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
調
整

給
付
に
お
い
て
、
※
当
初
調
整
給

付
の
支
給
額
に
不
足
が
生
じ
る
場

合
に
、
追
加
で
給
付
し
ま
す
。

※　
昨
年
夏
、
定
額
減
税
し
き
れ

な
い
と
見
込
ま
れ
た
額
を
基
礎
と

し
て
、
調
整
給
付
金（
当
初
調
整

給
付
）を
支
給
し
て
い
ま
す

不
足
額
給
付
①

対
象　
当
初
調
整
給
付
の
算
定
に

際
し
、
令
和
５
年
所
得
な
ど
を
基

に
し
た
推
計
額（
令
和
６
年
分
推

計
所
得
税
額
）を
用
い
て
算
定
し
、

令
和
６
年
分
所
得
税
お
よ
び
定
額

減
税
の
額
が
確
定
し
た
の
ち
に
、

本
来
給
付
す
べ
き
所
要
額
と
、
当

初
調
整
給
付
額
と
に
差
額
が
生
じ

た
方

受
給
方
法　
令
和
６
年
１
月
１
日

お
よ
び
令
和
７
年
１
月
１
日
時
点

で
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
対

象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
７
月
下

旬
ご
ろ
か
ら「
支
給
の
お
知
ら
せ
」

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
支
給
通
知

書
に
記
載
の
振
込
口
座
に
変
更
が

な
け
れ
ば
、手
続
き
は
不
要
で
す
。

た
だ
し
、
確
認
書
が
届
い
た
方
は

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
中
に
本
市
に

転
入
し
、
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に

は
、
８
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
確
認
書

を
送
付
し
ま
す
。
同
封
の
記
入
例

を
参
考
に
、
支
給
額
な
ど
を
確
認

の
上
、
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額　
本
来
給
付
す
べ
き
所
要

額
と
当
初
調
整
給
付
額
と
の
差
額

不
足
額
給
付
②

対
象　
青
色
事
業
専
従
者
、
事
業

専
従
者（
白
色
）ま
た
は
合
計
所
得

金
額
が
48
万
円
を
超
え
る
方
の
う

ち
、
本
人
お
よ
び
扶
養
親
族
な
ど

と
し
て
定
額
減
税
対
象
外
で
あ

り
、
か
つ
低
所
得
世
帯
向
け
給
付

の
対
象
世
帯
の
世
帯
主
・
世
帯
員

に
も
該
当
し
な
か
っ
た
方

受
給
方
法　
対
象
と
思
わ
れ
る
方

に
、
８
月
上
旬
ご
ろ
か
ら
「
確
認

書
」
を
送
付
し
ま
す
。
同
封
の
記

入
例
を
参
考
に
、
支
給
額
な
ど
を

確
認
の
上
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額　
１
人
当
た
り
原
則
４
万

円（
令
和
６
年
１
月
１
日
時
点
で

国
外
居
住
者
で
あ
っ
た
場
合
は
３ 

万
円
）

※　
所
得
税
・
個
人
住
民
税
合
わ

せ
て
す
で
に
定
額
減
税
し
き
れ
て

い
る
方
、
ま
た
は
合
計
所
得
金
額

が
１
８
０
５
万
円
を
超
え
る
方

は
、
調
整
給
付
の
対
象
外
で
す

申
請
期
間　
10
月
31
日
㈮
ま
で

提
出
先　

給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

Jアラート全国一斉訓練を行います

問合先　危機管理課防災危機管理担当
　
市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
緊
急
地
震
速
報
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
人
工

衛
星
な
ど
を
通
じ
て
受
信
し
、
市

の
防
災
行
政
無
線
で
瞬
時
に
お
伝

え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
今
回
、

国
の
主
導
に
よ
り
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
た
全
国
一
斉
の
情
報

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

放
送
日
時　
８
月
20
日
㈬
11
時
ご

ろ

放
送
内
容　
「（
チ
ャ
イ
ム
音
）こ

れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。（
繰
り
返
し
３
回
）こ
ち
ら

は
、
ぼ
う
さ
い
つ
る
が
し
ま
で

す
。（
チ
ャ
イ
ム
音
）」

※　
放
送
を
聞
い
た
ら
、
自
分
の

身
を
守
る
行
動
を
と
っ
て
み
ま

し
ょ
う

※　
災
害
時
な
ど
は
訓
練
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
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・
リ
ー
ド
で
つ
な
ぎ
、
い
つ
で
も
行
動

を
制
止
で
き
る
状
態
に
す
る

※　

公
園
で
リ
ー
ド
を
外
し
た
犬
が

人
を
襲
う
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

犬
が
怖
い
方
・
苦
手
な
方
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
適
切
な
し
つ
け

と
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

・
鳴
き
声
、
悪
臭
な
ど
で
近
隣
の
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る

・
散
歩
前
に
自
宅
で
排
泄
を
済
ま
せ
、

散
歩
中
の
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
り
、
お

し
っ
こ
は
水
で
き
れ
い
に
洗
い
流
す

犬
の
登
録

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
所
有
者
は
、

飼
い
犬
を
市
に
登
録
し
、
交
付
さ
れ
た

鑑
札
を
装
着
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
住
所
変
更
・
飼
い
主

変
更
・
犬
が
死
亡
し
た
場
合
も
届
出
が

必
要
で
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
所
有
者
は
、

毎
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
、
交

付
さ
れ
た
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を

装
着
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
期
間
内
に
余
裕
を
も
っ

て
、
各
動
物
病
院
で
予
防
注
射
の
接
種

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
を
飼
う
心
が
ま
え

　
ペ
ッ
ト
に
対
す
る
責
任
と
社
会
に
対
す
る
責
任
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま

し
ょ
う
。
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
が
幸
せ
に
暮
ら
し
、
近
隣
の
人
に
も
理
解
し
て

も
ら
え
る
飼
い
方
が
理
想
で
す
。
ま
た
、
途
中
で
飼
う
こ
と
を
あ
き
ら
め
、

ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
こ
と
な
く
、
命
を
全
う
す
る
ま
で
世
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

ペットは責任をもって飼いましょう

問合先　生活環境課環境推進担当

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
ま
た
は
Ｐ

ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
で
の
決
済
の
み
。
別

途
郵
送
料
１
１
０
円
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

○
犬
の
新
規
登
録

手
数
料　
３
０
０
０
円 　

鑑
札
は
後
日
郵
送

に
て
送
付

○
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

手
数
料　
５
５
０
円 

狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
は
、
後
日
郵

送
に
て
送
付

・
で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
う

・
ト
イ
レ
を
家
の
中
に
用
意
し
て
自

宅
で
排
泄
さ
せ
る

・
飼
い
主
を
特
定
す
る
た
め
、
首
輪

や
名
札
な
ど
を
つ
け
る

自
宅
か
ら
犬
の
新
規
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
票
の
交
付
申
請

が
で
き
ま
す

　
猫
は
、
生
後
６
～
９
か
月
で
妊

娠
・
繁
殖
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

年
に
３
回
以
上
の
出
産
が
可
能
で
、

一
度
に
５
匹
程
度
産
ま
れ
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
産
ま
れ
て
く

る
命
す
べ
て
に
責
任
を
持
ち
、
き

ち
ん
と
世
話
を
す
る
こ
と
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
制
限
に
繁

殖
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
避
妊
や

去
勢
手
術
を
で
き
る
だ
け
受
け
さ

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

不
妊
手
術
の
す
す
め

　犬についての相談
　飼い犬が人をかんでしまったなどの問題が発生した場合は、
直ちに保健所へ連絡してください。また、保健所では犬の飼
い方（鳴き声、放し飼い）などで困っている場合、必要に応じ
て飼い主への指導を行っています。
問合先　坂戸保健所☎049・283・7815

　猫についての相談
　県動物指導センターでは、猫の正しい飼い方
についての相談と指導を行っています。また、
ホームページには猫の飼い方などについて詳し
く掲載されています。
問合先　県動物指導センター☎048・536・2465

　犬・猫の飼い方についての啓発看板
　犬・猫の適切な飼い方についての啓発看板を
配布しています。看板をご希望の方は、生活環
境課までお越しください。

飼
い
犬

飼
い
猫

申込はこちら 申込はこちら

県HPはこちら

看板見本は
こちら
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自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

の
主
体
的
な
能
力
開
発
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
に
、
必
要
と

認
め
ら
れ
た
教
育
訓
練
講
座
を
受

講
し
た
場
合
、
受
講
終
了
後
に
受

講
料
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

※　
必
ず
事
前
に
相
談
が
必
要
で

す対
象
者

　
市
内
在
住
で
、
次
の
①
か
ら
③

ま
で
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

①
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
方

②
過
去
に
自
立
支
援
教
育
訓
練
給

付
金
を
受
給
し
て
い
な
い
方

③
受
講
さ
れ
る
講
座
が
仕
事
に
必

要
な
方

対
象
講
座

　
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給

付
の
指
定
教
育
訓
練
講
座

※　
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
厚
生
労
働
大
臣
指
定
教
育
訓
練

講
座
一
覧
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い

対
象
資
格

　
看
護
師（
准
看
護
師
）、 

介
護
福

祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
な
ど
の
国
家
資
格
、

シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
認
定
資
格
、

Ｌ
Ｐ
Ｉ
認
定
資
格
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
分
野
な
ど
の
民
間
資
格

支
給
金
額

①
訓
練
促
進
給
付
金（
修
業
期
間

中（
上
限
48
か
月
）に
給
付
）

→
毎
月
７
万
５
０
０
円（
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
場
合
は
毎
月
10
万

支
給
金
額

　
経
費
の
60
％
相
当
額
を
支
給
し

ま
す
。

※　
支
給
額
が
１
万
２
０
０
０
円

を
超
え
る
講
座
を
対
象
と
し
、
支

給
上
限
額
は
20
万
円
で
す

※　
専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
金

の
指
定
教
育
講
座
を
受
講
す
る
方

は
「
40
万
円
×
修
業
年
数
」
が
上

限
で
す

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

が
看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の

資
格
取
得
の
た
め
、
６
か
月
以
上

養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

※　
必
ず
事
前
に
相
談
が
必
要
で

す対
象
者

　
市
内
在
住
で
、
次
の
①
か
ら
④

ま
で
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

①
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
か
、
ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準

の
方

②
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
方

③
就
業
ま
た
は
育
児
と
、
修
業
と

の
両
立
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方

④
過
去
に
高
等
職
業
訓
練
促
進
給

付
金
を
受
給
し
て
い
な
い
方

円
）、
最
終
学
年
在
籍
時
は
、
毎

月
11
万
５
０
０
円（
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
場
合
は
毎
月
14
万
円
）

②
修
了
支
援
金

→
養
成
機
関
を
終
了
し
た
際
に
、

２
万
５
０
０
０
円（
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
場
合
は
５
万
円
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
を
対
象

に
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
制
度
や
、
児
童
扶
養
手
当
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
対
象
児
童
の
属
す
る
、
ひ

と
り
親
家
庭
ま
た
は
準
ず
る
家
族

（
所
得
制
限
あ
り
）

期
間　
対
象
児
童
が
18
歳（
一
定

の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
）に

達
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
３
月

31
日
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
保
険
診

療
の
一
部
負
担
金
を
助
成
し
ま
す

（
医
療
保
険
加
入
者
が
対
象
）。

児
童
扶
養
手
当

　
こ
ど
も
の
人
数
や
所
得
な
ど
に

応
じ
た
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

　
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方（
手
当
支
給
停
止
中
の

方
を
含
む
）は
、
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。

　
現
況
届
は
、
年
１
回
、
手
当
の

支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
か
を

確
認
す
る
も
の
で
す
。

　
提
出
が
な
い
場
合
は
、
11
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

　
手
続
き
が
必
要
な
方
に
は
案
内

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
記
載
さ
れ

て
い
る
必
要
書
類
を
持
参
の
上
、

８
月
中
に
こ
ど
も
支
援
課
窓
口
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

ひとり親家庭への医療費助成・手当

問合先　こども支援課子育て支援担当

ひとり親自立支援給付金案内

問合先　こども支援課子育て支援担当

高等職業訓練促進
給付金の詳細は

こちら

自立支援教育訓練
給付金の詳細は

こちら

厚労省HPは
こちら
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※1　指定引き取り場所（本市から最寄り）（50音順）

業　者　名 住　所 電話番号
東上通運（株）川越リサイクルセンター 川越市松郷886-9 ☎049・272・7750
日本通運（株）川越事業所 川越市南大塚6-37-3 ☎049・249・0201

※2　特定家庭用機器取扱業者（50音順）

業　者　名 住　所 電話番号
加藤商事（株） 川越市上寺山4-1 ☎049・222・5957
クリーンシステム（株） 鶴ヶ島市高倉1217-5 ☎049・287・2203
（株）クリーンネス藤原 日高市田波目581-3 ☎042・978・9151
（有）興伸 川越市安比奈新田263-3 ☎049・232・0694
（株）坂戸公衛社 坂戸市中富町1-12 ☎049・281・0435
笹沼商事（株） 坂戸市花影町7-7 ☎049・281・4420
（株）シマザキ 川越市鹿飼333-3 ☎049・222・4474
（有）城西紙業 毛呂山町下川原886-1 ☎049・295・2046
（有）正和清掃社 坂戸市八幡1-3-42 ☎049・281・1678
太盛運輸（有） 川越市岸町3-19-5 ☎049・242・1168
毛呂山清掃（株） 毛呂山町大類522-1 ☎049・294・0459
（有）安川商事 毛呂山町前久保378 ☎049・294・4411
山本商店 毛呂山町中央3-37-23 ☎049・295・0435

テレビなどの処分方法について

問合先　生活環境課環境推進担当

特
定
家
庭
用
機
器
の
処
分
方
法

　

特
定
家
庭
用
機
器（
テ
レ
ビ
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）に
つ
い

て
は
、
ご
み
集
積
所
に
は
出
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
①

～
③
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

①
買
っ
た
お
店
ま
た
は
、
買
い
替

え
る
お
店
へ
相
談
し
、
処
分
す
る

②
自
分
で
指
定
引
き
取
り
場
所
へ

持
ち
込
む

・
郵
便
局
で｢

家
電
リ
サ
イ
ク
ル

券｣

を
購
入
す
る（
廃
棄
物
１
台

に
付
き
、
券
１
枚
）

・
指
定
引
き
取
り
場
所（
※
１
）に

連
絡
し
、
搬
入
受
付
日
時
を
確
認

し
搬
入
す
る

③
業
者
に
引
き
取
り
に
来
て
も
ら

う（
別
途
料
金
を
支
払
う
）

・
②
と
同
様
に
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

券
を
購
入
す
る

・
特
定
家
庭
用
機
器
取
扱
業
者

（
※
２
）へ
依
頼
す
る

リ
サ
イ
ク
ル
料
金

　

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
メ
ー

カ
ー
や
機
種
に
よ
っ
て
異
な
り
、

（
一
財
）家
電
製
品
協
会
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
券
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２ 

０・３
１
９
６
４
０
、ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。
ま

た
、
郵
便
局
に
あ
る
備
え
付
け
の

冊
子「
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
一
覧
表
」

で
も
確
認
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
処
分
方
法

　
パ
ソ
コ
ン
は
、
集
積
所
や
川
角

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
処
分
で

き
ま
せ
ん
。
宅
配
便
に
よ
る
回
収

を
利
用
す
る
か
、
メ
ー
カ
ー
に
回

収
を
依
頼
す
る
な
ど
、
次
の
①
ま

た
は
②
の
方
法
で
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

①
宅
配
便
に
よ
る
回
収

　
市
は
、
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
の
認
定
事
業
者
で
あ
る
リ
ネ
ッ

ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱
と
５
月
に
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ

パ
ン
㈱
で
は
宅
配
便
に
よ
る
使
用

済
み
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。

②
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
回

収
　
各
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
メ
ー
カ
ー
が
不
明
の

場
合
や
倒
産
・
撤
退
し
た
場
合

は
、
パ
ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進
協
会
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら 詳細はこちら
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パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
用
し
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
上
で
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
窓
口
に
行

く
の
は
、
原
則
と
し
て
パ
ス
ポ
ー

ト
を
受
け
取
る
と
き
の
１
回
だ
け

で
す
。

　
ま
た
、
３
月
か
ら
、
戸
籍
の
提

出
が
必
要
な
場
合
、
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
添
付
し
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
戸
籍

の
内
容
に
異
動
が
あ
る
場
合
を
除

く
）。

用
意
す
る
も
の

・
有
効
な
署
名
用
電
子
証
明
書
お

よ
び
利
用
者
用
電
子
証
明
書
が
搭

載
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド（
全
員
）

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
対
応

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

・
現
在
有
効
な
パ
ス
ポ
ー
ト（
お

持
ち
の
方
）

可
能
な
手
続
き

・
新
規
申
請（
初
め
て
の
取
得
な

ど
）

・
切
替
申
請（
有
効
期
間
１
年
未

満
で
記
載
事
項
に
変
更
が
な
い
場

合
）

・
査
証
欄
余
白
な
し（
見
開
き
３

ペ
ー
ジ
以
下
、
記
載
事
項
に
変
更

が
な
い
場
合
）

交通事故被害者のご家族への援護金について

問合先　生活環境課交通安全・防犯担当

給
付
対
象
者

　
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
、
交

通
遺
児
な
ど（
※
）と
な
っ
た
県
内

在
住
の
18
歳
以
下
の
方

※　

18
歳
以
下
で
、
保
護
者（
一

方
ま
た
は
双
方
）が
交
通
事
故（
陸

海
空
す
べ
て
の
交
通
事
故
が
対

象
）に
よ
り
、
死
亡
ま
た
は
重
い

障
害
を
負
っ
た
方

給
付
額

　

こ
ど
も
１
人
に
つ
き
10
万
円

（
１
回
の
み
）

給
付
時
期

　
11
月
ま
た
は
令
和
８
年
５
月

申
請
方
法

　
市
役
所
や
学
校
な
ど
で
配
布
す

る
申
請
書
に
記
入
の
上
、
期
限
ま

で
に
み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支
店

（
〒
３
３
０

−

０
０
６
３
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
高
砂
２

−
12

−

10 

☎
０
４
８・
８
２
２・
０
１
９
１
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
期
限

　
11
月
給
付
分
は
８
月
29
日
㈮
ま

で
、
令
和
８
年
５
月
給
付
分
は
令

和
８
年
２
月
27
日
㈮
ま
で

問
合
先

　
埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

☎
０
４
８・８
２
５・２
０
１
１

　
埼
玉
県
防
犯
・
交
通
安
全
課

☎
０
４
８・８
３
０・２
９
５
５

特別児童扶養手当の所得状況
届について
問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
８
月
中
に
所
得
状

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
こ
の

届
は
、
引
き
続
き
手
当
の
支
給
要

件
に
該
当
し
て
い
る
か
を
確
認
す

る
も
の
で
す
。

　
提
出
が
な
い
場
合
は
、
８
月
分

以
降
の
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん

の
で
、必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
支
給
停
止
中
の
方
も
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
が
必
要
な
方
に
は
案
内

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
記
載
さ
れ

て
い
る
必
要
書
類
を
持
参
の
上
、

障
害
者
福
祉
課
の
窓
口
に
お
越
し

い
た
だ
く
か
、
郵
送
で
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限　
８
月
29
日
㈮
必
着

パスポートのオンライン申請について

問合先　若葉駅前出張所パスポートコーナー☎049・272・5622

・
記
載
事
項
変
更（
氏
名
、
本
籍

地
都
道
府
県
名
な
ど
が
変
更
の
場

合
）

・
紛
失
、
焼
失
、
盗
難

・
居
所
申
請（
本
市
に
居
住
し
て

い
て
通
勤
・
通
学
を
理
由
と
す
る

場
合
）

※　

受
け
取
り
の
際
に
、
パ
ス

ポ
ー
ト
発
給
手
数
料
を
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
す

※　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
場
合
、

紙
申
請
の
場
合
よ
り
も
手
数
料
が

安
く
な
り
ま
す

※　
15
歳
未
満
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
は
、
親
権
者
の
代
理
提
出
の
み

可
能
で
す

　
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
パ
ス

ポ
ー
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

県HPはこちら
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三宅島の豊かな自然に触れてみませんか～三宅島こども自然環境体験プログラム～

問合先　生活環境課環境保全担当

参
加
児
童
を
募
集
し
ま
す

　
雄
山
を
中
心
に
３
６
０
度
海
に

囲
ま
れ
、
壮
大
で
豊
か
な
自
然
が

あ
ふ
れ
て
い
る
三
宅
島
。
自
然
の

豊
か
さ
や
厳
し
さ
を
肌
で
感
じ
な

が
ら
、
環
境
の
こ
と
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

行
程（
予
定
）　
下
表
の
と
お
り

対
象
者

　
市
内
在
住
の
小
学
５
年
生
ま
た

は
６
年
生

定
員

　
６
人（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費
用

　

無
料（
お
土
産
代
や
追
加
の
飲

食
代
、
緊
急
対
応
時
に
必
要
な
経

費
な
ど
の
実
費
は
参
加
者
負
担
）

参
加
条
件

・
児
童
の
み
で
参
加
で
き
る
こ
と

・
参
加
後
に
体
験
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
、
提
出
す
る
こ
と　
な
ど

※　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

保
険
、
緊
急
時
対
応
な
ど

　
悪
天
候
や
火
山
活
動
の
影
響
な

ど
に
よ
り
、
船
の
出
港
や
島
内
活

動
が
で
き
な
い
と
認
め
る
場
合

（
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
を
含
む
）

は
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

応
募
方
法

　
８
月
31
日
㈰
ま
で
に
専
用
フ
ォ 

ー
ム
か
ら（
結
果
は
９
月
５
日
㈮

ま
で
に
メ
ー
ル
で
通
知
）

希
望
者
向
け
説
明
会

日
時　
８
月
９
日
㈯
10
時
～

場
所　
市
役
所
１
階
会
議
室

※　
筆
記
具
を
持
参
の
上
、
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

参
加
者
向
け
説
明
会

　
参
加
児
童
決
定
後
の
顔
合
わ
せ

を
兼
ね
た
説
明
会
で
す
。
参
加
が

決
ま
っ
た
場
合
は
、
必
ず
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
４
日
㈯
13
時
～

場
所　
市
役
所
１
階
会
議
室

※　
詳
細
は
、
参
加
児
童
決
定
後

に
個
別
で
通
知
し
ま
す

　

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合
は
、

鶴
ヶ
島
市
、
毛
呂
山
町
、
鳩
山
町

お
よ
び
越
生
町
の
廃
棄
物
行
政
を

担
っ
て
い
る
地
方
公
共
団
体
で

す
。
焼
却
施
設
お
よ
び
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
の
運
営
管
理
、
廃
棄
物
処

理
と
資
源
循
環
に
関
す
る
企
画
・

立
案
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

募
集
職
種　
事
務
職

採
用
予
定
人
数　
若
干
名

応
募
資
格

１　

既
卒
者
対
象（
職
務
経
験
不

問
）

　
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
令
和
７
年
３
月
31

日
ま
で
に
大
学
、
短
期
大
学
ま
た

は
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方

２　
新
規
学
卒
者
対
象

　
大
学
、
短
期
大
学
ま
た
は
高
等

学
校
を
令
和
７
年
４
月
１
日
以
降

に
卒
業
ま
た
は
令
和
８
年
３
月
31

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方
で
、

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方

申
込
期
間

　
８
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

※　
郵
送（
８
月
29
日
㈮
必
着
）ま

た
は
持
参（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

第
１
次
試
験
日　
10
月
５
日
㈰

※　

詳
し
く
は
、
埼
玉
西
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
川
角
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
配
布
す
る
募

集
案
内
ま
た
は
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

埼玉西部環境保全組合職員募集

問合先　埼玉西部環境保全組合庶務室☎049・298・1600

行程（予定）

10月24日（金）18時ごろ 市役所集合
↓貸切バスで移動

22時30分 竹芝客船ターミナ
ルを出発（船内1泊）

10月25日（土）5時 三宅島到着

10月26日（日） （民宿で1泊）

13時45分 三宅島出発
19時50分 竹芝客船ターミナ

ルに到着
↓貸切バスで移動

22時ごろ 市役所到着・解散

三宅島緑化プロジェクト
（植林地整備、ビーチ清掃）

ジオスポットめぐり
（火山体験遊歩道、メガネ岩など）

島内

日目
1

島内

日目
2

組合HPはこちら 市HPはこちら申込はこちら
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